
1

2

3

障障
しょうしょう

害害
が いが い

のあるのある方方
か たか た

とのとの
コミュニケーションガイドコミュニケーションガイド
～だれもが～だれもが個個

ここ

性性
せいせい

豊豊
ゆたゆた

かにかに輝輝
かがやかがや

き き 共共
ともとも

にに暮暮
くく

らせるまち らせるまち 中中
ちゅうちゅう

央央
おうおう

区区
くく

～～

「「中中
ちゅうちゅう
央央
おうおう
区区
くく
障障
しょうしょう
害害
がいがい
者者
しゃしゃ
のの多多

たた
様様
ようよう
なな意意

いい
思思
しし
疎疎
そそ
通通
つうつう
手手
しゅしゅ
段段
だんだん
のの利利

りり
用用
ようよう
及及
およおよ
びび手手

しゅしゅ
話話
わわ

言言
げんげん
語語
ごご
のの理理

りり
解解
かいかい
のの促促

そくそく
進進
しんしん
にに関関

かんかん
するする条条

じょうじょう
例例
れいれい
」はどんな」はどんな条条

じょうじょう
例例
れいれい
？？

このマークは音
おん
声
せい
コ

ード (Un
ユニ
i-Voi

ボイス
ce）で

す。スマートフォン専
せん

用
よう
アプリなどで読

よ
み

取
と
ると、この冊

さっ
子
し
の

記
き
載
さい
内
ない
容
よう
を音

おん
声
せい
で聞

き

くことができます。

発
はっ
行
こう
：令
れい
和
わ
5年
ねん
10 月

がつ

中
ちゅう
央
おう
区
く
役
やく
所
しょ

福
ふく
祉
し
保
ほ
健
けん
部
ぶ
障
しょう
害
がい
者
しゃ
福
ふく
祉
し
課
か

〒 104-8404

中
ちゅう
央
おう
区
く
築
つき
地
じ
一
いっ
丁
ちょう
目
め
１番
ばん
1号
ごう

電
でん
話
わ
:03-3546-5389　ファックス：03-3544-0505

中
ちゅう
央
おう
区
く
では、令

れい
和
わ
5
ご
年
ねん
４月１日に「中

ちゅう
央
おう
区
く
障
しょう
害
がい
者
しゃ
の多

た
様
よう
な意

い
思
し

疎
そ
通
つう
手
しゅ
段
だん
の利

り
用
よう
及
およ
び手

しゅ
話
わ
言
げん
語
ご
の理

り
解
かい
の促

そく
進
しん
に関

かん
する条

じょう
例
れい
」を制

せい
定
てい

しました。
　この条

じょう
例
れい
は、聴

ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
や視

し
覚
かく
障
しょう
害
がい
など障

しょう
害
がい
のある

方
かた
の特

とく
性
せい
に応

おう
じた多

た
様
よう
なコミュニケーション手

しゅ
段
だん
の

充
じゅう
実
じつ
を図

はか
るとともに、手

しゅ
話
わ
が言
げん
語
ご
であることの理

り
解
かい

を広
ひろ
めることにより、誰

だれ
もが障

しょう
害
がい
の有

う
無
む
によって分

わ

け隔
へだ
てられることなく、相

そう
互
ご
に人
じん
格
かく
と個

こ
性
せい
を尊
そん
重
ちょう
し

合
あ
いながら共

きょう
生
せい
する社

しゃ
会
かい
の実
じつ
現
げん
に資

し
することを目

もく
的
てき

としています。

しがつついたち

手
しゅ
話
わ
は言

げん
語
ご
です

基
き
本
ほん
理
り
念
ねん

区
く
の責

せき
務
む

区
く
民
みん
と事

じ
業
ぎょう
者
しゃ
の役

やく
割
わり

障
しょう
害
がい
のある人

ひと
が障

しょう
害
がい
の特

とく
性
せい
に応

おう
じたコミュニケーション手

しゅ
段
だん
を自

じ
分
ぶん

　の意
い
思
し
で選
せん
択
たく
する機

き
会
かい
が確
かく
保
ほ
されるとともに、必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を取
しゅ
得
とく
し、

利
り
用
よう
できることを基

き
本
ほん
とします。

手
しゅ
話
わ
が手

て
、指
ゆび
、体

からだ
の動
うご
きなどを使

つか
って表

ひょう
現
げん
する独

どく
自
じ
の文
ぶん
法
ぽう
を持

も
つ言
げん

語
ご
であり、ろう者

しゃ
にとって日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
及
およ
び社
しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
を営

いとな
む上

うえ
でかけが

　えのない言
げん
語
ご
であるということを認

にん
識
しき
します。

障
しょう
害
がい
のある人

ひと
もない人

ひと
もお互

たが
いに人

じん
格
かく
と個

こ
性
せい
を尊
そん
重
ちょう
します。

障
しょう
害
がい
の特
とく
性
せい
に応
おう
じたコミュニケーション手

しゅ
段
だん
の利

り
用
よう
と手
しゅ
話
わ
が言
げん
語
ご
である

ことの理
り
解
かい
の促
そく
進
しん
に関
かん
する施

し
策
さく
を総
そう
合
ごう
的
てき
かつ計

けい
画
かく
的
てき
に推
すい
進
しん
します。

基
き
本
ほん
理
り
念
ねん
の理

り
解
かい
を深
ふか
め、区

く
が推
すい
進
しん
する施

し
策
さく
に協

きょう
力
りょく
するよう努

つと
めること。

事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
は、障

しょう
害
がい
のある人

ひと
が障

しょう
害
がい
の特
とく
性
せい
に応
おう
じたコミュニケーション手

しゅ
段
だん

を利
り
用
よう
できるよう環

かん
境
きょう
の整
せい
備
び
に努
つと
めること。

　　　　　区
く
民
みん
・事

じ
業
ぎょう
者
しゃ
の皆
みな
さんの理

り
解
かい
と協

きょう
力
りょく
が必
ひつ
要
よう
です。
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障
しょう
害
がい
の特

とく
性
せい
とコミュニケーション

配
はい
慮
りょ

配
はい
慮
りょ 配

はい
慮
りょ

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい

肢
し
体
たい
不
ふ
自
じ
由
ゆう

聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい

生
う
まれつき耳

みみ
が聞

き
こえない「ろう者

しゃ
」、以

い
前
ぜん
は

聞
き
くこと、話

はな
すことができた「中

ちゅう
途
と
失
しっ
聴
ちょう
者
しゃ
」、周

しゅう

囲
い
の音

おと
を少

すこ
しだけ聞

き
き取

と
ることができる「難

なん
聴
ちょう

者
しゃ
」は、それぞれコミュニケーション方

ほう
法
ほう
を身

み
に

つけています。
外
がい
見
けん
ではわかりにくいため、聞

き
こえていないこ

とが周
しゅう
囲
い
に気

き
づいてもらえないため、声

こえ
をかけて

も返
へん
事
じ
をせず、無

む
視
し
されたと誤

ご
解
かい
されることもあ

ります。

病
びょう
気
き
や事

じ
故
こ
などで手

て
、足
あし
、背

せ
骨
ぼね
や脳
のう
などが傷

きず
つけ

られたことによって、体
からだ
の一
いち
部
ぶ
に障

しょう
害
がい
のある方

かた
がい

ます。
　さまざまな器

き
具
ぐ
や道
どう
具
ぐ
などを使

つか
うことによって不

ふ

便
べん
を補

おぎな
いながら、生

せい
活
かつ
をしています。

肢
し
体
たい
が不

ふ
自
じ
由
ゆう
な人
ひと
の中
なか
には、言

げん
語
ご
障
しょう
害
がい
がある人

ひと
も

います。

　まずどのような方
ほう
法
ほう
でコミュニケーショ

ンを取
と
ればよいか確

かく
認
にん
しましょう。きっと

あなたとその人
ひと
に合

あ
うコミュニケーション

の方
ほう
法
ほう
を教
おし
えてくれるはずです。

【例
れい
】手
しゅ
話
わ
・筆
ひつ
談
だん
・要
よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
・読
どく
話
わ
・口
こう
話
わ
・

　　 空
くう
書
しょ
など

戸
と
惑
まど
っている様

よう
子
す
の視

し
覚
かく
障
しょう
害
がい
のある方

かた

を見
み
かけたときには、「何

なに
かお手

て
伝
つだ
いで

きることはありますか？」、「ご一
いっ
緒
しょ
しま

しょうか？」などとまず声
こえ
をかけてみま

しょう。
点
てん
字
じ
・拡
かく
大
だい
文
も
字
じ
・音
おん
訳
やく
など、その人

ひと
に

応
おう
じた方

ほう
法
ほう
で情

じょう
報
ほう
を提

てい
供
きょう
しましょう。

相
あい
手
て
の立

たち
場
ば
・目

め
線
せん
で話

はな
しましょう。

車
くるま
いすを利

り
用
よう
している人

ひと
と話

はな
すときは、

心
しん
身
しん
に負

ふ
担
たん
をかけないように少

すこ
しかがん

で同
おな
じ目

め
線
せん
で話

はなし
をしましょう。

　「車
くるま
いすを押

お
しましょうか？」、「次

つぎ
は右

みぎ

に曲
ま
がります」などの声

こえ
をかけ、相

あい
手
て
の

意
い
向
こう
を確

かく
認
にん
してから支

し
援
えん
（手

て
助
だす
け）

をしましょう。

目
め
の障

しょう
害
がい
には、全

まった
く見

み
えない、または視

し
力
りょく
が

限
かぎ
りなく「０」に近

ちか
い「盲

もう
」と視

し
力
りょく
が弱
よわ
い、視

し

野
や
が狭
せま
い「弱

じゃく
視
し
」があります。

白
はく
杖
じょう
は、目

め
の不

ふ
自
じ
由
ゆう
な人
ひと
が歩
ある
くために欠

か
かせ

ないもので路
ろ
面
めん
の状

じょう
況
きょう
を確
かく
認
にん
したり、障

しょう
害
がい
物
ぶつ
に

ぶつかるのを防
ふせ
いだりする機

き
能
のう
があります。

　また、周
しゅう
囲
い
の人
ひと
へ視

し
覚
かく
障
しょう
害
がい
があることを知

し
ら

せています。
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障
しょう
害
がい
の特

とく
性
せい
とコミュニケーション

知
ち
的
てき
障
しょう
害
がい

発
はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい

精
せい
神
しん
障
しょう
害
がい

知
ち
的
てき
な能

のう
力
りょく
が年

ねん
齢
れい
に応

おう
じて発

はっ
達
たつ
していないため

に、わからないことや苦
にが
手
て
なことが多

おお
く、生

せい
活
かつ

をする上
うえ
でさまざまな困

こん
難
なん
があります。しかし、

ほとんどの人
ひと
が人

ひと
と触

ふ
れ合

あ
うのが大

だい
好
す
きです。

慣
な
れることで、多

おお
くの人

ひと
と一

いっ
緒
しょ
に過

す
ごせるよう

になります。

場
ば
面
めん
ごとの言

こと
葉
ば
の使
つか
い分

わ
けができない、順

じゅん
番
ばん
を守
まも
る

などのルールがわからないなどで、人
ひと
とのコミュニケー

ションがうまくとれずに困
こま
っている人

ひと
がいます。

外
がい
見
けん
からは分

わ
かりませんが、発

はっ
達
たつ
面
めん
に遅

おく
れ（発

はっ
達
たつ
障
しょう

害
がい
）があるために、生

せい
活
かつ
の中

なか
で「わがままだ」、「努

ど
力
りょく

が足
た
りない」などと誤

ご
解
かい
されることもあります。

しかし、まわりの人
ひと
の理

り
解
かい
や協

きょう
力
りょく
があれば、こうした

人
ひと
が生
せい
活
かつ
しやすい環

かん
境
きょう
をつくることができます。

心
こころ
が不

ふ
安
あん
定
てい
な状

じょう
況
きょう
を抱

かか
え、日

ひ
頃
ごろ
の生

せい
活
かつ
や社

しゃ
会
かい
参
さん

加
か
が難

むずか
しくなっている人

ひと
がいます。

精
せい
神
しん
障
しょう
害
がい
として代

だい
表
ひょう
的
てき
な病

びょう
気
き
に、統

とう
合
ごう
失
しっ
調
ちょう
症
しょう
や、

うつ病
びょう
があります。

統
とう
合
ごう
失
しっ
調
ちょう
症
しょう
にかかると、人

ひと
が自

じ
分
ぶん
の悪

わる
口
くち
を言

い
っ

ていると感
かん
じたり、現

げん
実
じつ
にはない声

こえ
が聞

き
こえたり、

見
み
えたりすることがあります。
　うつ病

びょう
にかかると何

なに
をしても楽

たの
しいと感

かん
じるこ

とができないといった精
せい
神
しん
症
しょう
状
じょう
や、頭

ず
痛
つう
やめまい

といった身
しん
体
たい
症
しょう
状
じょう
が現

あらわ
れます。

知
ち
的
てき
障
しょう
害
がい
のある人

ひと
の中
なか
には、音

おと
に敏
びん
感
かん

でパニックを起
お
こす人

ひと
もいます。大

おお
きな

音
おと
には気

き
を付

つ
けましょう。

絵
え
、図

ず
などを使

つか
いながらイメージしや

すいもの、わかりやすい表
ひょう
現
げん
でゆっくり

やさしい口
く
調
ちょう
で話
はな
しましょう。

【例
れい
】コミュニケーションボード

人
ひと
によって特

とく
徴
ちょう
はさまざまです。行

こう
動
どう
面
めん
や

精
せい
神
しん
面
めん
などに特

とく
徴
ちょう
があることを理

り
解
かい
し、絵

え
や

図
ず
を使
つか
ったり、具

ぐ
体
たい
的
てき
な言
こと
葉
ば
で話
はな
しましょう。

相
あい
手
て
の気

き
持
も
ちに寄

よ
り添

そ
い、優

やさ
しい気

き
持
も
ち

で接
せっ
することが大

たい
切
せつ
です。

自
し
然
ぜん
体
たい
で接
せっ
しましょう。

　また、少
すこ
しだけゆっくりと丁

てい
寧
ねい
に具

ぐ
体
たい

的
てき
でわかりやすい表

ひょう
現
げん
を心

こころ
がけましょう。

配
はい
慮
りょ

配
はい
慮
りょ

配
はい
慮
りょ



手話
しゅ わ

よる あさ

ひる

夜

昼

朝
おはよう「朝」＋「あいさつ」

あさ

こんばんは「夜」＋「あいさつ」
よる

さようなら

ありがとう よろしくお願いします「よい」＋「お願い」　
ねが ねが

はじめまして

こんにちは「昼」＋「あいさつ」
ひる
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手
しゅ
話
わ
で一
いち
日
にち
過
す
ごしてみよう 聴

ちょう
覚
かく
に障

しょう
害
がい
のある方

かた
が使

し
用
よう
するコミュニケーション方

ほう
法
ほう
の一
ひと
つで

手
て
・指
ゆび
や体

からだ
の動
うご
き、視

し
線
せん
や表

ひょう
情
じょう
などを使

つか
って表

ひょう
現
げん
する言

げん
語
ご
です。 

両
りょう
手
て
の人

ひと
差
さ
し指

ゆび
を立

た
てて、

左
さ
右
ゆう
から寄

よ
せます。

こぶしは枕
まくら
を表

あらわ
します。

枕
まくら
から頭

あたま
を上

あ
げる様

よう
子
す
。

人
ひと
差
さ
し指

ゆび
を向

む
かい合

あ
わせ

て曲
ま
げます。

右
みぎ
手
て
の手

て
のひらを前

まえ
に向

む
けて左

さ
右
ゆう
に軽
かる
く振

ふ
ります。

片
かた
方
ほう
の手

て
の甲
こう
のあたりから上

うえ
に引

ひ
き上

あ
げます。

右
みぎ
手
て
の指
ゆび
を閉

と
じながら上

あ
げ、

人
ひと
差
さ
し指
ゆび
を伸

の
ばします。

はなの前
まえ
でこぶしを突

つ
き出

だ

します。
手
て
は体

からだ
と垂
すい
直
ちょく
にし、顔

かお
の前

まえ

にします。

2本
ほん
の指
ゆび
を額

ひたい
にあてます。時

と
計
けい
の

針
はり
が12時

じ
を指

さ
している様

よう
子
す
。

人
ひと
差
さ
し指

ゆび
を向

む
かい合

あ
わせて

曲
ま
げます。

手
て
のひらを外

そと
に向

む
け、顔

かお
の

前
まえ
で交
こう
差
さ
させておろします。

人
ひと
差
さ
し指
ゆび
を向

む
かい合

あ
わせて

曲
ま
げます。


